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山梨県中小企業団体中央会機関誌 今月の見どころ 7月の出来事
●時事
危険ドラッグ事故、相次ぐ
集団的自衛権、解釈問題
●山梨県中央会ニュース
  8日…女性部会総会
18日…労務改善団体連合会総会
23日…第5回正副会長会議
25日…事務連絡協議会総会

8月の予定
26日…やまなし合同就職説明会2015
  　　  　　　　　　　　　　for August
29日…全国中央会金融専門委員会

3面

4面

5面

6面

●オピニオン
　「甲府城南商店街振興組合」

●組合の活動紹介

●学生の企業レポート

●女性部・労改連・事務連絡協議会
　総会を開催

■
小
規
模
企
業
基
本
法
の
目
指
す
も
の

　
小
規
模
企
業
基
本
法
は
、全
国
に
3
8
5
万
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
存
在
す
る
中
で
、そ
の
９

割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
小
規
模
事
業
者（
商
業・

サ
ー
ビ
ス
業
で
従
業
員
5
人
以
下
、製
造
業
を
含
む
そ

の
他
の
業
種
で
従
業
員
20
人
以
下
の
事
業
所
）の
振
興

を
目
的
に
、小
規
模
企
業
の
成
長
発
展
、技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
向
上
、安
定
的
な
雇
用
の
維
持
等
の
た
め
の
事

業
の
発
展
と
振
興
に
関
す
る
指
針
を
定
め
た
も
の
。

　
そ
れ
に
基
づ
き
、国・地
方
公
共
団
体・各
種
支
援
機

関
が一体
と
な
っ
て
様
々
な
支
援
策
を
推
進
す
る
た
め
、

政
府
が
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る「
小
規
模
企

業
振
興
基
本
計
画
」を
閣
議
決
定
し
、施
策
の
実
績
や

効
果
を
国
会
に
報
告
す
る
等
、新
た
な
施
策
体
系
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、小
規
模
企
業
に
焦
点
を
当
て
た
新
た

な
中
小
企
業
政
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、従
来

の
中
小
企
業
向
け
の
施
策
が
細
分
化
さ
れ
、事
業
所
の

規
模
に
応
じ
た
多
様
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
施
策
が

次
々
と
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
小
規
模
事
業
者
の
官
公
需
の
活
用

　一方
、小
規
模
基
本
法
が
公
布・施
行
さ
れ
た
同
日
、

毎
年
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る「
官
公
需
に
関
す
る
国
等

の
契
約
の
方
針
」が
発
表
さ
れ
、こ
の
中
で
、小
規
模
事

業
者
の
振
興
策
と
し
て
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題

に
応
じ
た
官
公
需
情
報
の
提
供
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、７
月
14
日
に
国
等
の
契
約
方
針
の

周
知
を
目
的
と
し
て
、県
庁
の
防
災
新
館
に
お
い
て
、

官
公
需
確
保
対
策
地
方
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

国
の
出
先
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
発
注
者
側
23
名
と

協
同
組
合
や
企
業
な
ど
の
受
注
者
側
13
名
が
出
席

し
、国
等
の
発
注
情
報
を
掲
載
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
や
中
小
企
業
技
術
革
新
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
小
規
模
企
業
基
本
法
の
支
援
施
策
の
展
開

　「
小
規
模
企
業
基
本
法
」で
は
、①
地
域
の
雇
用
や

生
活
を
支
え
て
い
る
小
規
模
事
業
者
が
地
域
の
様
々
な

需
要
に
応
え
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
再
構
築
す
る

た
め
の
支
援
　
②
女
性・若
者・シ
ニ
ア
等
の
多
様
な
人

材
を
小
規
模
事
業
者
が
活
用
す
る
た
め
の
支
援
　
③

地
域
経
済
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
の
小
規
模
事
業

者
の
活
動
に
対
す
る
支
援
　
を
想
定
し
、具
体
的
な
支

援
の
た
め
に
全
国
の
商
工
会・商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
し
て
関
係
省
庁
や
市
町
村
、認
定
支
援
機
関
な
ど
の

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
施
策
の
展
開
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

■
小
規
模
企
業
基
本
法
と
組
織
化

　
山
梨
県
中
央
会
で
は
、小
規
模
企
業
の
振
興
の
た
め

に
中
小
企
業
連
携
組
織
の
有
効
な
活
用
を
検
討
し
て

き
た
。そ
の
中
で
、中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
経
営

力
向
上
の
た
め
の
企
業
間
連
携
と
組
織
化
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
中
小
企
業
組
合
の
活
用

に
つ
い
て
は
小
規
模
企
業
基
本
法
の
中
に
は
明
文
化
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、今
年
の
６
月
に
開
催
さ
れ
た
組

織
委
員
会
に
お
い
て
、小
規
模
企
業
基
本
法
の
中
に
も

組
織
化
を
位
置
付
け
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
た
。今
秋
に
開
催
さ
れ
る
中
小
企
業
団
体
全
国
大

会
へ
の
本
県
か
ら
の
提
出
議
案
と
し
て
、「
小
規
模
企

業
振
興
基
本

計
画
や
小
規

模
企
業
基
本

法
の
施
行
令
・

施
行
規
則
等
に

お
い
て
、中
小

企
業
組
合
の
組

織
化
推
進
に
つ

い
て
明
確
に
記

載
す
る
こ
と
」

を
上
げ
る
こ
と

と
し
た
。

小
規
模
事
業
者
の
振
興
の
た
め
の

新
た
な
施
策
展
開
の
方
向
が
示
さ
れ
る

小
規
模
事
業
者
の
振
興
の
た
め
の

新
た
な
施
策
展
開
の
方
向
が
示
さ
れ
る

国等の契約の方針について説明する
中小企業庁の小神官公需担当官

小規模企業振興基本法が成立
　
６
月
20
日
、小
規
模
企
業
振
興
基
本
法（
以
下
、「
小
規
模
企
業
基
本
法
」と
い
う
。）が
成
立
し
、

27
日
に
公
布・施
行
さ
れ
た
。小
規
模
企
業
基
本
法
は「
中
小
企
業
基
本
法
」（
昭
和
38
年
制
定・平
成

25
年
改
正
）に
次
い
で
中
小
企
業
向
け
施
策
の
二
本
目
の
柱
と
な
る
も
の
で
、今
後
の
国
の
施
策
展

開
の
重
要
な
方
向
性
を
示
す
こ
と
と
な
る
。

「小規模企業振興基本法」の骨子

⑴基本原則
①小規模企業の活力発揮の必要性が
増大していることから、小企業者を含
む小規模企業について、事業の持続
的な発展を図ることを位置づける。

②小企業者の円滑かつ着実な事業の
運営を適切に支援することを定める。

⑵各主体の責務
　国・地方公共団体・支援機関等関係
者相互の連携及び協力の責務等を規
定する。

⑶基本計画
　小規模企業施策の体系を示す5年間
の基本計画を策定し、国会に報告する。

⑷基本的施策
①多様な需要に応じた商品・サービス
の販路拡大、新事業展開の促進

②経営資源の有効な活用及び個人の
能力の発揮の促進

③地域経済の活性化に資する事業の
推進

④適切な支援体制の整備

官公需協議会で担当者からの説明を聞く出席者
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i b u k i

息吹

1.中小企業・小規模事業者向けの契約実績及び目標
　「平成26年度中小企業者に関する国等の契約の方針」における平成25年度の
中小企業・小規模事業者向け契約実績額比率は、53.7%（対前年度比0.2%
増）、平成26年度の同契約目標額比率は、56.7%（対前年度比0.1%増）。実績
額比率及び目標額比率ともに、過去最高。（官公需法制定時（昭和41年度）の実
績比率26.8%と比較して約2.1倍上昇、目標比率25.9%と比較して約2.2倍上
昇。）

2.平成26年度に新たに講ずる主な措置
⑴創業10年以内の中小企業・小規模事業者の参入への配慮措置
▶現行の少額随意契約の範囲内（商品の購入160万円以内など）で、創業10
年以内の中小企業・小規模事業者から新商品・新サービスの調達に努める
ことなどにより、受注機会の増大を図る。

⑵小規模事業者の振興 
▶小規模事業者が必要とする官公需情報を新着情報の形で､より迅速的確に入
手できるようにするため、新官公需情報ポータルサイトシステムの開発を行う。

▶小規模振興基本法制定及び小規模支援法改正法を踏まえ､商工会・商工会
議所等の支援機関と連携し､小規模事業者の経営課題解決に沿った的確な
官公需情報の提供を図る。

⑶消費税の適正な転嫁及びダンピング対策の強化
▶消費税率の引き上げを踏まえ､消費税率引き上げ分の予定価格への反映、消
費税率引き上げ前に契約をした年度を跨ぐ役務契約に対して適正な対応を
行うなど、特措法などの関係法令を遵守する。

▶ダンピング対策の強化として、公共工事の入札の際に入札金額の内訳書の提
出を求める。

　6月27日、「平成26年度中小企業者に関する国等の契約の方針」が閣議決定されました。「国等の契約の方針」は、中小企業・小規模事業者の受注の機
会の増大を図るため、官公需法（官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律）に基づき、毎年度閣議決定されています。
　平成26年度における国等の契約の方針において、新たに講じられた主な措置は次のとおりです。

　
圏
央
道
の
高
尾
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
I
C
、

東
京
都
八
王
子
市
）〜
相
模
原
愛
川
I
C（
神
奈

川
県
厚
木
市
）間
の
延
長
14
・
8
㎞
が
6
月
28
日
に

開
通
し
、中
央
道
、東
名
高
速
、関
越
道
と
3
本
の

主
要
高
速
が
繋
が
っ
た
。

　
圏
央
道
は
、都
心
を
通
ら
な
い
で
中
央
道
や
東

名
高
速
、関
越
道
な
ど
を
行
き
来
で
き
る
た
め
、都

心
の
渋
滞
や
大
気
汚
染
な
ど
の
問
題
解
消
に
繋
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
開
通
す
る
前
は
、山
梨
県
か
ら
横
浜
方
面
に
向

か
う
ル
ー
ト
と
し
て
、中
央
道
か
ら
首
都
高
速
を

経
由
す
る
か
、国
道
16
号
線
や
1
2
9
号
線
な
ど

の一
般
道
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、慢
性
的
な
渋

滞
に
巻
き
込
ま
れ
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。し
か
し
、

圏
央
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、物
流
・
観
光
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、大
き
な
市
場
で

観
光
拠
点
で
も
あ
る
横
浜
・
湘
南
地
域
と
近
く
な

り
、結
び
つ
き
が
強
く
な
る
こ
と
か
ら
、山
梨
県
の

魅
力
を
効
果
的
に
発
信
で
き
る
良
い
機
会
で
あ
る
。

　
ま
た
、相
模
原
市
を
は
じ
め
と
す
る
多
摩
地
域

は
、機
械
電
子
産
業
の
集
積
地
で
も
あ
り
、本
県
中

小
企
業
と
の
相
互
交
流
や
企
業
間
連
携
に
よ
り
、

取
引
拡
大
が
深
ま
り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
拡
大

す
る
。さ
ら
に
、観
光
客
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、世
界
遺
産

に
な
っ
た
富
士
山
と
富
岡
製
糸
場
を
1
日
で
観
光

め
ぐ
り
が
で
き
る「
新
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」と
名

付
け
て
P
R
し
て
い
る
。

　
圏
央
道
の
伸
張
は
、四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
山

梨
に
と
っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、県
内
経
済

界
に
お
い
て
は
、関
心
や
期
待
が
薄
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
開
通
を
契
機
と
し
て
、安
定
的
な
配
送
な
ど
物

流
へ
の
効
果
や
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
企
画
な
ど

観
光
面
で
の
取
り
組
み
も
現
れ
始
め
て
い
る
。県

内
中
小
企
業
に
は
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に

繋
が
る
よ
う
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
て

い
る
。

祝！圏央道開通   山梨県の活性化への期待感が高まる

　
平
素
は
、本
会
の
事
業
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
去
る
６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
59
回
通
常
総
会
に
お
い
て
は
、ご
多

忙
の
中
、多
数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
議
案
審
議
全
て
滞
り
な
く
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
22
年
ぶ
り
の
賦
課
金
額
の
改
定
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、２
年
目
を
迎
え
た
執
行
部
体
制
の
も
と
、私
も
会
員
の

皆
様
の
ご
要
望
に
も
と
づ
き
、中
小
企
業
支
援
の
た
め
の
諸
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
、中
央
会
が
会
員
を
は
じ
め
中
小
企
業
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
、頼
ら
れ
る
支
援
機
関
と
な
り
ま
す
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、中
央
会
で
は
組
合
を
は
じ
め
と
し
た
中
小

企
業
の
連
携
組
織
を
支
援
す
る
事
業
に
加
え
て
、優
秀
な
人
材
を
県
内

中
小
企
業
に
確
保
し
定
着
を
図
る
た
め
の
労
働
対
策
事
業
の
充
実
、も

の
づ
く
り
中
小
企
業
の
技
術
力
強
化
の
た
め
の
試
作
開
発
事
業
に
対
す

る
支
援
や
６
次
産
業
化
支
援
な
ど
、新
た
な
分
野
と
の
連
携
強
化
と
業

種
や
業
界
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々
な
中
小
企
業
支
援
を
積
極
的
に

実
施
し
て
行
き
ま
す
。

　
戦
後
の
成
長
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
中
小
企
業
組
合
制
度
も
ま
も

な
く
60
年
を
迎
え
ま
す
。

　
連
携
組
織
で
あ
る
組
合
は
、組
合
員
企
業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。組
織
活
動
の
原
点
に
立
ち
帰
っ
て
、厳
し
い

経
済
環
境
に
立
ち
向
か
う
組
合
員
企
業
の
経
営
支
援
を
行
う
た
め
の

組
合
活
動
や
事
業
展
開
に
つ
い
て
、中
央
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
全
力
を

挙
げ
て
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、組
合
の
存
在
意
義
と
目
的
を

再
認
識
さ
れ
、積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
組
合
及
び
組
合
員
企
業
が

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
の
先
陣
を
切
っ
て
行
か
れ
る

こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
い
折
で
す
が
、健
康
に
留
意
さ
れ
、ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会 

長
　
　
内
　
藤
　
悦
　
次

官公需法に基づく「平成26年度中小企業者に関する国等の契約の方針」について官公需法に基づく「平成26年度中小企業者に関する国等の契約の方針」について

  平成25年度実績 平成26年度目標

 官公需総額 7兆9,615億円 7兆7,204億円

 中小企業・小規模事業者
 向け契約金額 4兆2,779億円 4兆3,744億円

 中小企業・小規模事業者
 向け契約金率 53.7%（＋0.2%） 56.7%（＋0.1%）

暑
中
お
見
舞
い

　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い

　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

●官公需情報ポータルサイトがリニューアルされました。 →  http://www.kkj.go.jp/
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データから見た業界の動き（平成26年6月分）

平成26年6月平成25年6月

平成26年6月平成25年6月

平成26年6月平成25年6月

業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）

opinion
オ ピ ニ オ ン

●DI値 ▲10（前年同月比▲10）
●業種別DI値
　製造業 ▲5（前年同月比＋5）
　非製造業 ▲13（前年同月比▲20）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント改善
　非製造業 10ポイント悪化

●DI値 ▲22（前年同月比▲2）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比▲5）
　非製造業 ▲27（前年同月比±0）
●前月比DI値
　製造業 20ポイント悪化
　非製造業 4ポイント悪化

●DI値 ▲16（前年同月比±0）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比▲5）
　非製造業 ▲17（前年同月比＋3）
●前月比DI値
　製造業 5ポイント改善
　非製造業 7ポイント悪化

減少
22%

不変
56%

増加
22% 減少

30%

不変
50%

増加
20%

減少
24%

不変
72%

増加
4%

減少
28%

不変
66%

増加
6%

減少
24%

不変
68%

増加
8%

減少
28%

不変
60%

増加
12%

商
店
街
の
現
況

　本
組
合
は
、紅
梅
地
区
の
再
開
発
に
対
応
し
街
区
全
体（
コ
コ

リ
か
ら
岡
島
百
貨
店
・
山
梨
中
央
銀
行
本
店
ま
で
の
地
区
）の
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、4
つ
の
商
店
会
が
大
同
団
結
し
、平

成
21
年
6
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　老
朽
化
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
を
新
た
な
ア
ー
ケ
ー
ド
に
架
け
替

え
、そ
れ
ま
で
甲
府
市
中
心
街
の「
オ
リ
オ
ン
通
り
」の
名
称
で
長

年
親
し
ま
れ
て
き
た
商
店
街
を
、「
オ
リ
オ
ン・ス
ク
エ
ア
」と
し
て
、

「
通
り
」か
ら「
広
場
」へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　当
商
店
街
の
特
徴
と
し
て
は
、県
庁
・
市
役
所
に
近
く
、百
貨
店

な
ど
を
含
む
広
域
型
商
店
街
で
あ
り
、最
寄
り
品
よ
り
買
回
り
品

を
扱
う
商
店
が
多
く
あ
り
ま
す
。

組
合
の
活
動

　商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
で
は
、

県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
の
学
生
等
と
共
に
実
施
す
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
毎
月
開
催
す
る
第
2
土
曜
市
、ス

ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
行
っ
て
い
る
他
、タ
ウ
ン
誌
の
発
行
を
行
い
商
店
街
の
店
舗

紹
介
や
各
種
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、商
店
街
活
性
化
へ
と
繋
げ
る
た
め
、全
国
商
店
街
振
興

組
合
か
ら
の「
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
」を
活
用
し
、空
き
店
舗

を
借
り
上
げ
地
域
住
民
や
学
生
な
ど
が
展
示
会
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
利
用
で
き
る「
交
流
広
場
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　そ
の
他
に
も
、人
材
育
成
・
賑
わ
い
の
創
出
の
た
め
、甲
府
城
南

商
店
街
の
魅
力
再
発
見
・
創
造
事
業
を
企
画
し
、現
在「
地
域
商

店
街
活
性
化
事
業
」に
応
募
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

　当
商
店
街
は
、大
型
商
業
施
設
オ
ギ
ノ
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。現
在
、再
開
発
ビ
ル「
コ
コ
リ
」が
イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
の
支
援
を
得
て
改
装
す
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　大
型
商
業
施
設
と
の
関
連

を
模
索
し
つ
つ
、商
店
街
の

魅
力
で
も
あ
る「
人
と
人
の

つ
な
が
り
」を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、個
店
な
ら
で
は
良

さ
を
発
揮
し
、こ
の
街
へ
来

ら
れ
る
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
商
店
街
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

第2土曜市の様子

甲
府
城
南
商
店
街
振
興
組
合

　
　
　
　
　理
事
長

　福
島 

敏
三 

氏

甲
府
城
南
商
店
街
振
興
組
合

　
　
　
　
　理
事
長

　福
島 

敏
三 

氏

　情報連絡員による県内の6月の業況報告は、
4月の消費税率引上げにともなう駆け込み需
要の反動減と原材料や燃料費等の値上がり分
の価格転嫁が進まないなかで、企業収益は引
き続き厳しい状況にある。
　製造業は、業種別や業界内に景気回復の格
差が生じている。
　非製造業では、小売業を中心に消費者マイ
ンドの低下から売上が伸びず景気低迷が長引
いている報告が多く寄せられた。
　また、建設業や宿泊業等は、人手不足が深刻
化しており工事の遅延や受注回避等も発生し
てる。
　今後は、原材料高、エネルギー価格の高止
まり、人手不足による労務費の上昇など、
コストアップによる収益圧迫が大きな課
題となっており、売上は伸びている業界
でも利益面では厳しいといった「増収減
益」経営からの脱却が急がれている。

●情報連絡員からの景況報告の概要

 

業
界
か
ら
の
報
告

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
約

5
%
の
値
上
げ
を
実
施
。ギ

フ
ト
関
係
は
不
振
だ
が
、結
婚

式
用
の
食
材
が
持
ち
直
し
売

上
は
前
年
同
月
比
１
０
５

%
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
自

社
製
品
の
輸
出
が
好
調
だ
っ

た
が
、O
E
M
の
落
ち
込
み
が

大
き
く
売
上
は
前
年
同
月
比

87
%
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
景
気
の
回

復
が
見
込
め
ず
、悪
化
傾
向
。

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）／
裏

地
や
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
は
好

調
だ
が
、そ
の
他
の
織
物
製

品
は
売
上
が
半
減
。

●
木
材・木
製
品
製
造
／
木
造

建
築
業
界
に
携
わ
る
職
人
等

の
不
足
か
ら
技
術
継
承
が
滞

り
深
刻
化
。

●
家
具
製
造
／
4
月
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、住
宅

販
売
戸
数
は
半
減
。

●
窯
業・土
石（
砂
利
）／
燃
料

の
高
騰
に
よ
り
経
費
増
に
よ

り
経
営
への
圧
迫
を
懸
念
。

●
窯
業・土
石（
山
砕
石
）／
燃

料
の
高
騰
や
運
転
手
の
高
齢

化
に
よ
る
人
手
不
足
に
よ
り

輸
送
ダ
ン
プ
の
確
保
難
。

●
一般
機
器
／
前
年
同
月
比
で

比
べ
る
と
今
年
度
は
改
善
傾

向
。

●
電
気
機
器
①
／
電
機
関
連
の

製
造
は
、い
ま
だ
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

●
電
気
機
器
②
／
小
ロ
ッ
ト
で

短
納
期
の
注
文
が
増
加
。コ
ス

ト
面
で
も
多
く
の
企
業
と
の

相
見
積
り
が
多
く
単
価
を
下

げ
な
い
と
受
注
に
結
び
つ
か
な

い
。

●
そ
の
他（
宝
飾
①
）／
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
の
影
響
に
よ

り
小
売
部
門
に
多
少
の
落
ち

込
み
が
見
ら
れ
た
。

●
そ
の
他（
宝
飾
②
）／
見
通
し

が
立
た
な
い
ほ
ど
、業
況
は
悪

化
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
塗
料
）／
原
油
価
格
上

昇
に
伴
う
値
上
げ
を
行
い
た

い
が
、上
昇
分
を
全
て
価
格

転
嫁
で
き
な
い
た
め
、結
果
と

し
て
収
益
の
悪
化
が
予
測
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
消

費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
か
ら
売

上
が
前
年
同
月
比
10
%
減
。

●
小
売（
青
果
）／
仕
入
れ
価
格

上
昇
に
よ
り
販
売
数
量
が
減

少
傾
向
。

●
小
売（
水
産
物
）／
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
伴
う
消
費
者

マ
イ
ン
ド
の
低
下
か
ら
景
気

回
復
の
兆
し
が
な
い
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
に
よ
り
テ
レ
ビ

や
太
陽
光
は
依
然
低
迷
し
て

い
る
が
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
等

は
回
復
傾
向
。

●
小
売（
石
油
）／
イ
ラ
ク
情
勢

の
緊
迫
化
に
よ
る
原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
り
県
内
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
店
頭
価
格

を
値
上
げ
し
た
が
、需
要
減

に
よ
り
経
営
が
圧
迫
。

●
商
店
街
①
／
長
年
の
固
定
客

が
あ
る
店
舗
は
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
の
影
響
も
な
い
が
、

比
較
的
新
し
い
店
舗
は
苦
戦

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

●
商
店
街
②
／
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
は
、飲
食

店
は
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、物

販
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

●
商
店
街
③
／
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
の
影
響
に
よ
り
組
合

で
実
施
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
利

用
が
著
し
く
減
少
。

●
不
動
産
取
引
／
土
地
の
購
入

や
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
い
合

わ
せ
が
増
加
。

●
宿
泊
業
／
求
人
広
告
を
出
し

て
も
応
募
者
が
少
な
く
、賃

上
げ
に
よ
る
人
員
確
保
も
厳

し
い
た
め
、慢
性
的
な
人
手

不
足
。

●
美
容
業
／
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
や
物
価
上
昇
等
の
影
響

に
よ
り
節
約
志
向
が
高
ま
っ

て
い
る
た
め
、客
単
価
が
低

下
。

●
警
備
業
／
業
況
は
好
転
し
て

い
る
が
、人
手
不
足
に
よ
り
仕

事
を
断
る
場
合
も
出
て
き
て

い
る
。ま
た
、求
人
を
行
っ
て

も
応
募
が
な
い
。

●
建
設
業（
総
合
）／
公
共
事
業

の
増
加
等
に
よ
り
売
上
は
引

き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

技
術
者
不
足
と
人
件
費
の
上

昇
に
よ
る
経
営
不
振
が
危
惧

さ
れ
る
。

●
建
設
業（
住
宅
関
連
）／
雪
害

に
よ
る
屋
根
等
の
補
修
工
事

依
頼
が
増
え
て
い
る
が
廻
り

切
れ
ず
、職
人
や
資
材
不
足

の
た
め
工
事
の
遅
延
が
発
生

し
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
原
材
料
の

値
上
げ
、人
件
費
増
に
よ
り

収
益
は
対
前
年
比
で
マ
イ
ナ

ス
と
な
って
い
る
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
3

月
末
に
比
べ
る
と
受
注
は
減

少
傾
向
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
消
費

税
率
引
き
上
げ
の
影
響
か
ら

新
築
工
事
や
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の

民
間
工
事
の
減
少
が
続
い
て

い
る
が
、公
共
工
事
の
増
加
に

よ
り
回
復
の
兆
し
は
感
じ
ら

れ
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
国
土
交
通
省

よ
り
4
月
か
ら
新
運
賃
が
適

用
さ
れ
、バ
ス
代
が
上
昇
。一

方
、雇
用
人
員
が
減
少
し
て

い
る
た
め
、車
輌
を
減
車
す
る

企
業
が
増
加
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
燃
料
高

騰
に
加
え
高
速
道
路
料
金
の

割
引
制
度
の
改
定
等
に
よ
る

実
質
値
上
げ
が
収
益
の
悪
化

に
直
結
し
て
い
る
。免
許
制
度

の
改
正
に
よ
り
、若
手
運
転

者
の
確
保
が
困
難
と
な
り
人

手
不
足
が
発
生
。

6月分
平成26年
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中
央
会
●
会
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合
活
動
紹
介
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山梨県重機・建設解体工事業協同組合

　
山
梨
県
重
機・建
設
解

体
工
事
業
協
同
組
合（
小

田
切
昭
理
事
長
　
組
合

員
15
社
）で
は
、組
合
の
社

会
貢
献
事
業
の一
環
と
し

て
不
法
投
棄
物
の
回
収
作

業
を
6
月
23
日
に
行
っ
た
。

　
当
日
は
、14
社
の
組
合

員
企
業
よ
り
28
名
が
参
加

し
、笛
吹
市
芦
川
町
の
県

道
と
富
士
川
町
十
谷
の
県

道
の
2
班
に
分
か
れ
て
、不

法
投
棄
物
の
回
収
と
周
辺

清
掃
を
行
っ
た
。

　
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
に
は
、ビ
ン・缶・ペッ
ト
ボ
ト
ル
を

は
じ
め
と
し
て
、掃
除
機・タ
イ
ヤ・チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト・燃
料
タ

ン
ク
な
ど
、本
来
は
不
燃
物
や
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
ま
で
あ
り
、3
時
間
余
り
の
作
業
で
、富
士
川

地
区
で
は
2
㌧
の
コ
ン
テ
ナ一杯
に
、芦
川
地
区
で
は
2
㌧
の
コ
ン

テ
ナ
半
分
程
度
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
た
。

　
作
業
箇
所
に
は
道
路
脇
の
急
斜
面
も
あ
る
た
め
滑
落
事
故
な

ど
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、組
合

員
事
業
所
か
ら
ダ
ン
プ
カ
ー・ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
な
ど
が
提
供
さ
れ

効
率
よ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。ま
た
、作
業
に
あ
た
って
は
作
業

場
所
や
回
収
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
行
政
と
打

ち
合
わ
せ
を
何
度
も
行
い
、短
時
間
で
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う

入
念
な
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
事
業
は
組
合
の
社
会
貢
献
事
業
の一環
と
し
て
平
成
24
年

よ
り
始
ま
り
、こ
れ
ま
で
韮
崎
市・甲
府
市・都
留
市
な
ど
で
実
施

さ
れ
、今
年
で
3
回
目
と
な
る
。

　
小
田
切
理
事
長
は
、「
当

組
合
の
組
合
員
は
建
築
物

の
解
体
を
行
う
専
門
業
者

と
し
て
、解
体
し
た
廃
棄
物

の
処
理
を
適
正
に
行
う
と

と
も
に
、解
体
作
業
を
進
め

る
際
に
は
周
辺
住
民
の
理

解
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
し
、今
後
も
組
合
員
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
社
会
貢

献
の
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、こ
の
事
業
を
継
続

し
て
い
く
。」と
述
べ
た
。

『
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働
災
害
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止
研
修
会
』開
催
!
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催
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防
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研
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催
!

『
労
働
災
害
防
止
研
修
会
』開
催
!

山梨県砂利組合連合会

　
山
梨
県
砂
利
協
同

組
合
、身
延
砂
利
協
同

組
合
、早
川
砂
利
協
同

組
合
及
び
富
士
川
中
流

砂
利
協
同
組
合
の
4
協

同
組
合
で
組
織
す
る

『
山
梨
県
砂
利
組
合
連

合
会
』（
井
上
聰一郎
会

長
）は
、6
月
28
日（
土
）、

甲
府
市
宝
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
会
館
研
修
室
に
お
い

て
平
成
26
年
度『
労
働

災
害
防
止
研
修
会
』を

開
催
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、産

業
界
の
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
の
推
進
及
び

定
着
の
た
め
厚
生
労
働
省
が
設
置
し
て
い
る『
全
国
安
全
週
間
』

（
7
月
1
日
〜
7
日
）に
先
が
け
て
毎
年
連
合
会
が
行
って
い
る
も

の
で
、今
年
も
連
合
会
員
50
名
の
参
加
の
下
、講
師
に
労
働
安
全

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
功
刀
能
文（
く
ぬ
ぎ
よ
し
ふ
み
）氏
を
招
い
て

「
労
働
災
害
と
安
全
管
理
」の
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。

　
井
上
会
長
は
、冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
労
働
災
害
の
撲
滅

は
、地
域
社
会
へ
貢
献
し
、明
る
い
社
会
を
構
築
す
る
う
え
で
の
基

盤
で
あ
る
。」ま
た「
毎
日
の
朝
礼
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
日
ご
ろ
か
ら
安
全
への
意
識
を
高
め
る
よ
う
。」と
訴
え
た
。

　
講
演
で
は
、過
去
に
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
労
災
事
故
と「
山
梨

12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」を
踏
ま
え
て
の
県
内
の
事
故
発
生

状
況
、法
律
の一部
改
正
案
な
ど
の
説
明
と
と
も
に
、意
外
に
大
き

な
リ
ス
ク
を
内
在
し
て
い
る〝
転
び（
転
倒
）〞に
対
す
る
注
意
の
呼

び
か
け
な
ど
、日
ご
ろ
か
ら
の
安
全
衛
生
活
動
と
そ
の
継
続
の
重

要
性
が
講
話
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
ご

ろ
か
ら
安
全
に
つ
い
て
は

意
識
し
て
い
る
つ
も
り
だ

が
、こ
の
研
修
会
で
、あ
ら

た
め
て
日
々
の
安
全
管
理

の
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
、

よ
り
安
全
意
識
の
高
揚
が

図
ら
れ
た
。労
災
防
止
研

修
会
が
毎
年
こ
の
時
期
に

開
催
さ
れ
る
の
は
非
常
に

有
意
義
だ
。」と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
た
。
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梨
の
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業
を
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面
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ー
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〜
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献
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献
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収
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一般社団法人山梨県農薬販売者協会

　一般
社
団
法
人
山
梨
県

農
薬
販
売
者
協
会
は
去

る
7
月
9
日
、近
年
発
生

し
て
い
る
新
し
い
病
害
の

特
徴
と
対
処
方
法
、新
し

い
農
薬
の
使
用
方
法
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　
当
協
会
は
農
薬
の
安

全
な
使
用
方
法
と
適
正

使
用
の
指
導
啓
蒙
活
動

の一環
と
し
て
、植
物
の
病

害
虫
防
除
の
新
し
い
技

術
や
農
薬
の
適
正
使
用

に
つ
い
て
定
期
的
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、今
回
は
、山
梨

県
が
行
う
農
薬
危
害
防
止
運
動
の
期
間（
6
〜
9
月
）に
合
わ
せ

研
修
会
を
開
催
し
た
。当
日
は
農
薬
販
売
業
者
だ
け
で
な
く
、卸

業
者
、農
薬
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
も
多
数
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
研
修
で
は
、ま
ず「
農
薬
の
危
害
防
止
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、

農
薬
使
用
時
の
注
意
事
項
、適
切
な
保
管
管
理
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、続
い
て
、近
年
、近
県
に
て
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る「
ウ

メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
」と「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
か
い
よ
う
病
」に
つ
い
て

の
説
明
が
さ
れ
た
。こ
れ
ら
は
本
県
で
も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る

梅
や
ス
モ
モ
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
に
感
染
す
る
新
た
な
病
害
で
、

果
実
に
斑
点
や
輪
紋
が
生
じ
る
他
、症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と
樹
体

自
体
も
枯
死
す
る
な
ど
、蔓
延
し
た
場
合
に
は
果
樹
王
国
山
梨
に

と
っ
て
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。そ
こ
で
、こ
れ
ら
病

害
の
特
徴
や
感
染
経
路
、症
状
や
被
害
状
況
、防
除
方
法
等
に
つ

い
て
防
疫
面
か
ら
見
識
を
深
め
た
。

　
本
県
の
農
作
物
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、当
協
会
で

は
今
後
も
病
害
虫
防
除
、

雑
草
防
除
の
新
し
い
技
術

情
報
、安
全・安
心
な
農
産

物
生
産
の
た
め
適
正
使
用

の
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、農
薬
の
販
売
に
必
要

と
な
る「
毒
物
劇
物
取
扱

者
資
格
」取
得
の
た
め
の
研

修
も
実
施
し
、農
薬
を
扱

う
事
業
者
の
資
質
向
上
と

情
報
共
有
を
す
る
中
で
、山

梨
の
農
業
を
側
面
か
ら
支

え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

側道添いの急斜面で作業

回収した不法投棄物

果物の病害を説明する㈱アセラ 浅利技術顧問

当日は多くの農薬関連業者が出席した

あいさつを行う井上会長

研修会風景
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▶学生　会社概要と事業内容についてお聞かせください。
▶経営者
　弊社は、幅広いIT分野の中で、ネットワークとサーバーなど
情報ネットワークのインフラを主に手がけています。
　主な事業分野は三つあり、１つ目は、自治体などに対するIT
インフラに関わるコンサルティング業務です。２つ目は、ITイ
ンフラの設計・構築および保守で、この分野が現在の主要な
業務です。主な顧客は地方公共団体、大学や研究機関などで
す。３つ目は、IP電話関連事業です。そのなかでもAsteriskと
いうオープンソースを使ったIP電話システムは、コンピュータ
利用促進協同組合(CCP)として東宝シネマズの全国の映画館
を繋ぐ電話網を構築しました。

▶学生　御社が求める人物像をお聞かせください。
▶経営者
　弊社では、実際に現場に出て仕事をするメンバー、それをま
とめるチームリーダー、全体の責任を持つプロジェクトマ
ネージャー、会社全体をまとめているマネージャーと、大きく
分けて４つの人材で構成されおり、社員が段階的により上位
の役割を担えるよう成長できる組織を作っています。
　その中で、ひとりひとりの社員がプロフェッショナルとし
て、①様々な状況でセルフコントロールができる ②コミュニ
ケーション能力 ③知識や考える力がある ④将来どのように
なりたいのかのイメージを持つ ⑤自分で行動を起こすことが
できる ⑥継続的に成果を出し続けられる、という点で人材を
評価しています。

　こうした能力全てを社会人になりたての皆さんに求めるの
は難しいと思っています。仕事を自分のことだと思って打ち
込むことができ、実際に行動に移せる人が、大きく成長して結
果も残せると今まで多くの人を採用し育成してきた中で感じ
ています。

▶学生　CCP（コンピュータ利用促進協同組合）設立の背景
についてお聞かせください。

▶経営者
　CCPは山梨にある小さなコンピュータ関係の会社が集まっ
て出来た組合です。
　組合に所属している会社はITという共通項をもっています
が、ソフトウェア開発会社、ホームページ作成会社、弊社のよ
うにITインフラの構築をやっている会社、と様々です。
　組合ができた背景には、例えば行政が大規模なITシステム
構築を入札公募する場合、個々の会社ではシステムの一部分

はできても全体の構築は無理なため入札に参加できないとい
うケースがありました。組合として複数の会社がそれぞれの
得意分野を分担し組織として一体となることで、より幅広い
仕事の受注ができます。これがCCPの出来た背景です。

▶学生　御社の将来の展望をお聞かせください。
▶経営者
　弊社は、まだ小さな会社ですが、これまでの実績から、日本
全国から仕事の依頼が来るようになっています。
　将来展望は、弊社の持っている高度な技術と経験を活か
し、技術者を育て、チームとして高度なシステムの設計、構築
ができることを目指しています。そのためには、技術的なこと
以外に、人を育てる組織や仕組みが必要だと思っています。創
業以来、そのような観点から社内の仕組み作りを行ってきま
したが、今後はそれを更に進めます。

　このコーナーは、学生が県内企業の経営者を訪問し、企業の経営実態や求め
ている人材等について直接聞き取ることにより、学生と企業の相互理解を促進
し、雇用のミスマッチ等を解消することを目的としております。

学生企業レポート学生企業レポート 第 23 回

学生企業レポート学生企業レポート 第 24 回

経営者に 聞きました!

情報社会を支える
　　　　ITインフラ
情報社会を支える
　　　　ITインフラ

経営者 学 生

株式会社 アイティードゥ
代表取締役

太田 和彦 氏

山梨情報専門学校
情報システム科

2年　今井 　大 さん

　
▶学生　会社概要についてお聞かせください。
▶経営者
　スマートフォンを始めとする携帯電話やタブレットなど、
情報通信機器を販売しています。日々、進化を続けるネット
ワーク社会のユーザーのために単なる機器の販売に止まらな
い総合インターネットショップを目指しています。

▶学生　情報通信業の魅力について教えてください。
▶経営者
　当社が情報通信業に参入した時期は、高所得層しか情報端
末を所持できなかった時代から一般の人にも広く普及し始め
た時代でした。その時に、情報通信は社会インフラとして必要
不可欠だと実感し、そして今や、誰もが必要とする社会インフ
ラを仕事として提供できるようになったことが魅力です。
　また、「端末を販売して終わり」ではなく、契約代行業として
一人のお客様から中長期的な将来収益を期待できるという
魅力もあります。

▶学生　御社の「世界でいちばん人を幸せにする会社」とい
う目標について、お聞かせください。

▶経営者
　「幸せ」は人それぞれ違いますが、この世で一番辛いことは
「孤独」であることだと思います。情報化社会の発展により、い
つでもどこでも誰かとつながることができる社会になりまし
た。当社は情報通信を使って心のつながりをプロデュースし、
真に幸福な社会の実現に貢献したいと考えています。

▶学生　中小企業の魅力とは。

▶経営者
　なによりも経営者と近い存在でいられることです。会社の
中心の近くで働けることは自分のアイデアが採用されやす
い、自分が主体になってその会社を育てていけるということ
です。日本の企業のほとんどは中小企業で、様々な分野の
様々な企業で様々な働き方を選択できるというのは、大きな
魅力だと思います。

▶学生　学生時代はどのような経験をされましたか。
▶経営者
　学生時代には、様々なアルバイトを経験しました。ハンバー
ガー屋では作業が上達せず、「自分には働くことが向いていな
いのではないか」と感じました。しかし、働かないという選択
肢はないので、ほかの分野のアルバイトをして克服しようと
考えていた時に、アパレル会社のアルバイトに出会いました。
百貨店のコート売り場で営業補佐として働いている時に、自
分が全てを取り仕切る機会がありました。アルバイトの域を
超える仕事内容でしたが、管理や人事など様々なことに取り
組み、売上が大きく伸びました。自分の適性は販売だと気づく
きっかけになりました。

　学生は時間に縛られることがないので、アルバイトを含め
様々な経験をして自分の適性を見つけることが大切です。嫌
な経験も良い経験も、いつかきっと自分の糧になります。

▶学生　採用にあたり、どのような人に魅力を感じますか。
▶経営者
　就職自体を目標にしていない人、その会社に入って何がし
たいのかを明確に持っている人は魅力的だと思います。私も
社会人になった時に後に起業することを前提に知識を貪欲に
吸収していきました。私は商社の営業マンとして営業のエー
スに一種の敵対心を持って、「エースを超えてやろう」という
意気込みでいました。起業するくらいの強い意気込みがある
人が入社してきたら嬉しいですね。つまり、入社をゴールとす
るのではなくて、入社をスタートとしてその後の長期的なビ
ジョンを持っている人が魅力的ですね。
　かのクラーク博士が残した「大志」という言葉が座右の銘で
す。大きな志を持ち続けることが大切です。それが心の拠り所
になり、辛い時も大きな志を叶えるために頑張れる。学生のう
ちにその目標が見つかると理
想的ですね。
　

若者よ、
　 「大志」を抱け！
若者よ、
　 「大志」を抱け！

学 生 経営者

山梨県立大学
国際政策学部 国際コミュニケーション学科

3年　永岡 春香 さん

　株式会社 フォネット
代表取締役

清水 栄一 氏

▶第23回目となる今回は、山梨情報専門学校 情報システム科 ２年 今井大さんが、株式会社 アイティードゥ 代表取締役 太田和彦氏 を取材しました。

▶第24回目となる今回は、山梨県立大学 国際政策学部 国際コミュニケーション学科 3年 永岡春香さんが、株式会社フォネット 代表取締役 清水栄一氏 を取材しました。

取材を終えて…
　学生にとって社長という人は雲の上の存在です。そんな方の取材ということで、非常に緊張しまし
た。そんな緊張も社長の明るく気さくな人柄により、すぐにほぐれていきました。貴重なお話の中で一番
印象に残ったのが「大志」でした。バブル崩壊後の不景気な時代の安定志向な風潮の中で育った私には、
すぐに「大志」を見つけるのは大変だと思います。しかし、頑張れば届きそうな目標である「大志」がある
からこそ、辛くても苦しくても頑張れるのだろうと感じました。学生生活もあと少しですが、自分なりの
「大志」を色々な経験を通して探していきたいと思います。

取材を終えて…

　私の興味のあるIT分野の経営者からお話を伺えたのは、とても貴重で良い経験となりました。起業
してから今に至るまでの苦労話、組合ができた背景、企業が今後どういうことに取り組んでいくのか
など、経営者から率直な話を聴くことは会社に入ってからではなかなかできることではありません
ので、得難い一生の経験にもなりました。この記事を見た学生の方もこういった機会があるのなら積
極的にトライしてもらいたいと思います。
　経営者インタビューの機会を設けてくれた中央会のスタッフの方、お忙しい中インタビューを受
けてくださった太田社長さん、本当にありがとうございました。
　今回のインタビューで学んだことを、これからの就職活動で活かし実践して行こうと思います。
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　中
央
会
女
性
部
会

は
、7
月
8
日
に
中
央

会
研
修
室
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
の
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

　総
会
で
は
、前
年
度

の
事
業
報
告
・
収
支
決

算
の
承
認
や
今
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算

が
決
定
さ
れ
た
。本
年

度
の
重
点
事
業
と
し

て
、他
県
女
性
部
と
の

交
流
事
業
、県
内
の
女

性
経
営
者
や
組
合
女

性
部
等
な
ど
が
一
堂
に

会
す
る「
県
大
会
」の

開
催
、全
国
レ
デ
ィ
ー
ス

中
央
会
事
業
へ
の
参
加

協
力
の
ほ
か
、組
合
女

性
部
の
研
修
事
業
へ
の

助
成
が
決
定
さ
れ
た
。

　ま
た
、総
会
に
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
中
央
会
内
藤
会
長
か
ら
は「
男
性
に
は

な
い
女
性
の
感
性
を
生
か
し
な
が
ら
、組
合
や
企
業
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
欲
し
い
」と

激
励
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　今
年
度
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、新
会
長
に
㈱
Ｇ
Ｅ

Ｎ
代
表
取
締
役
の
星
ち
え
子
さ
ん
が
就
任
し
た
。星
会
長

を
は
じ
め
新
役
員
は
、中
小
企
業
経
営
に
女
性
の
力
が
よ

り一
層
発
揮
で
き
る
よ
う
、女
性
部
会
事
業
の
充
実
と
組

織
の
拡
大
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行

く
こ
と
を
誓
っ
た
。

　総
会
後
に
は
、

「
な
ぜ
人
は
騙
さ

れ
る
の
か
!?
〜
こ

ん
な
誘
い
に
ご
用

心
〜
」と
題
し
山

梨
県
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
の
本
田

万
壽
男
消
費
生

活
相
談
員
の
講

演
が
行
わ
れ
、日

頃
の
消
費
生
活
に

お
け
る
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
の
対
処
方

法
に
つ
い
て
実
際

の
事
例
を
交
え
て

の
説
明
に
参
加
者

は
熱
心
に
聴
い
て

い
た
。

　山梨県中小企業労務改善
団体連合会（大宮山磐会長）
は、7月18日（金）に中央会研
修室において、通常総会を開
催した。
　当連合会は、中小企業の労
務改善により働いている人た
ちの経済的、社会的地位の向
上を図ることを目的として設立
され、各種セミナー・講演会、表
彰式典の開催やアドバイザー
による労働相談業務等を実施
している。
　総会では、平成26年度の事業計画として専門家による労働相談、労働関
連の各種講演会、「活力ある職場づくり推進運動山梨県大会」の開催、「地域
中小企業人材確保・定着支援事業」と連携した既存従業員の職場定着を目
的とした研修会の開催に加え、今年度の新規事業として「中小企業処遇改善
事業」に取り組むことが議決された。
　「中小企業処遇改善事業」は、中小企業における在職者の処遇改善を図る
ための原資を生み出すため、中小企業を対象に社会保険労務士、中小企業
診断士、経営コンサルタントなどの専門家による個別アドバイスや研修会等の
取り組みを行い、中小企業の販路拡大、生産性の向上等に繋げる。
　また、本総会では理事1名、監事1名の辞任に伴う役員補充も行われ、新理
事に中村勇氏（社団法人山梨県トラック協会専務理事）、新監事に深沢博生

氏（協同組合山梨県流通センター
専務理事）がそれぞれ就任した。
　総会終了後は、「最近の山梨県
経済について」をテーマに、日本銀
行甲府支店伊野彰記支店長の講
演が行われた。伊野支店長は「消
費増税後の県内景気は消費税率
引き上げに伴う駆け込み需要の反
動が見られているが、基調的には緩
やかな回復を続けている」と述べ、
景気回復に期待する多くの中小企
業の経営者が熱心に聴き入った。

　山梨県中小企業組合等事務連絡協議会（菅原五男会長）
は7月25日、中央会研修室において平成26年度通常総会を
開催した。開会にあたり中央会の知見寺事務局長から「組合
事務局は組合活動の要であり、中央会は今後も組合活性化の
ために事務局を積極的に支援します。」とあいさつがあった。
　総会では平成25年度の事業報告・収支決算の承認、平成
26年度事業計画・収支予算の決定等の議案が原案通り可決
決定され、任期満了に伴う役員改選では、菅原会長をはじめ
現任の役員である理事10名、監事2名が再任された。
　今年度協議会では恒例となった組合事務局相互の交流の
ためのボウリング大会や新春交流会の他に、組合員企業の経
営をサポートしていくために有効なテーマでの教育研修事業を
充実し、事務局機能の強化にも取り組んでいく。

　総会終了後は、初鹿武仁税
理士により「企業の健康状態を
知る～明日から役立つ　金融
機関の信頼度が上がる決算書
の重要ポイント～」と題した研
修会が開催された。初鹿税理士からは、「会
計・決算書の構造は非常にシンプルなもので、
決算書を知ることで現状把握ができ、財務内
容を良くすることで先を見据えた目標の設定や
戦略策定が可能になる。組合員企業の経営者
にも決算書の見方を理解してもらい、経営の安

定と成長に繋げていってもらいたい。」と解りやすい説明があった。
　菅原会長は、「当協議会は組合事務局同士の交流、組合事務局の強化・体
制整備などに役立つ事業を積極的に展開していく。まだ加入されていない組
合等では是非当協議会への加入を検討してみて欲しい。」と語った。
　お問い合わせは、TEL055-237-3215　中央会連携組織課又は各組合
等担当指導員まで

あいさつをする大宮山会長

日本銀行甲府支店　伊野支店長

初鹿武仁税理士による講演

●山梨県中小企業団体中央会女性部会

新役員のもと、事業充実と組織強化に取り組むことを決定！新役員のもと、事業充実と組織強化に取り組むことを決定！

新年度事業として会員中小企業の
処遇改善事業に取り組む
新年度事業として会員中小企業の
処遇改善事業に取り組む

●山梨県中小企業労務改善団体連合会●山梨県中小企業組合等事務連絡協議会
組
合
事
務
局
機
能
の
更
な
る
強
化
を
目
指
し
て

平
成
26
年
度
通
常
総
会・総
会
記
念
研
修
会
を
開
催

平
成
26
年
度
通
常
総
会・総
会
記
念
研
修
会
を
開
催

通常総会には多くの会員が出席した

星新会長（左から2人目）と副会長のみなさん
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開催日時

平成26年９月６日（土） 
午前9時～午後4時
開催場所

協同組合山梨県流通センター
　　　　　　　　　　　 （中央市流通団地）

　山梨県では、障害者の雇用の促進と安定を図るた
め、障害のある方自身の意欲の喚起と、県民の皆様、
とりわけ事業主の方の関心と理解を一層深めていた
だくことを目的として、障害者雇用支援運動を実施
します。

◆期　間……平成26年9月1日（月）～10月31日（金）
　　　　　　（9月は、国の「障害者雇用支援月間」です）
◆主　催……山梨県、
　　　　　　（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構
　　　　　　　　　　　　山梨障害者職業センター
◆後　援……山梨労働局・公共職業安定所

主な実施事業

平成26年度障害者雇用優良事業所等表彰式

●開催日　9月12日（金）午後2時00分～
●会　場　山梨職業訓練支援センター
　　　　　　　　　　　　（ポリテクセンター山梨）
●内　容　障害者雇用優良事業所、
　　　　　優秀勤労障害者等表彰

第34回山梨県障害者技能競技大会

●開催日　10月5日（日）午前9時00分～　　　
●会　場　山梨職業訓練支援センター
　　　　　　　　　　　　（ポリテクセンター山梨）
　　　　　（甲府市中小河原町403-1）　
●内　容　職業技能競技7職種
　　　　　　　（ワード・プロセッサほか）
　　　　　生活余暇技能競技1職種（凧製作）
　　　　　技能デモンストレーション1職種
●申込締切　9月1日（月）
※参加人数・参加資格等詳細はお問い合わせください。

障害者雇用啓発キャンペーン

　障害者雇用を促進するための啓発キャンペーンとし
て、JR甲府駅頭キャンペ-ンや県下市町村巡回キャンペー
ンを実施します。

  問い合わせ先　県産業人材課　TEL.055-223-1566

●カルテル組成が可能な組合
①事業協同組合、協同組合連合会

②商店街振興組合、

　商店街振興組合連合会

③商工組合、商工組合連合会

④生活衛生同業組合、

　生活衛生同業小組合

　生活衛生同業組合連合会

⑤酒造組合、酒造組合連合会

　酒販組合、酒販組合連合会　等

※①、②以外の組合は、事前に公正取

引委員会への届出が必要です。

●カルテルで円滑な価格転嫁を
　実現!! 中央会にご相談を！
　4月1日からの消費税の引上げに

伴い、商品の供給や役務を対象に

した消費税の転嫁カルテル・表示

カルテルの実施が、独占禁止法の

適用除外になりました。

　組合でカルテルを実施すること

で、1事業所で対応するよりも、円

滑な消費税転嫁が期待できます。

　カルテル組成に向けた具体的な

進め方や取り組みなど、全て無料
で相談に応じています。

●表示カルテルとは?
「税込価格」と「税抜価格」との併

記、「○○円+税」など消費税が別

途課されることの明示や価格交渉

を行う際に税抜価格を提示するこ

と等の決定ができます。

●転嫁カルテルとは?
各事業者が自主的に定めている本

体価格に消費税額分を上乗せする

ことや消費税率引上げ分を上乗せ

した結果、計算上生じる端数の処

理方法（四捨五入、切り捨て等）等

の決定ができます。

注意!! 転嫁カルテル・表示カルテルで認められない行為

　このカルテルに便乗して、価格の統一、消費税率引上げ分と異なる額（率）
の転嫁や不当な端数処理などは認められません。また、購入に係る転嫁カル
テルは対象外です。

センターでバザールセンターでバザール
開催日時

平成26年９月６日（土） 
午前9時～午後4時
開催場所

協同組合山梨県流通センター
　　　　　　　　　　　 （中央市流通団地）
お問い合せ　 

協同組合山梨県流通センター
TEL055-273-4711

第15回
開 催 内 容

組合を活用して消費税の
円滑な転嫁を実現させませんか!?

理事会決議
総会（総代会）

決議

組合員への

情報提供

組合内での

十分な話し合い

障害者雇用支援運動障害者雇用支援運動
平成26年度

●転嫁カルテル･表示カルテル実施の手順と対象期間

平成26年4月1日～平成29年3月31日

※まずは、お気軽にご相談ください。　中央会連携組織課　TEL 055-237-3215

★バザールコーナー
靴、スニーカー、食料品、日用雑貨、バッグ、傘、靴下、
子供服等、アクセサリー通販のサン宝石も出店予定

★飲食コーナー
やきそば、たこ焼き、やきとり、クレープ等

★イベント
●働く車大集合（パトカー、消防車、クレーン車等）
●中央市保育園マーチング
●大ビンゴ大会（豪華賞品多数）

その他イベント多数

★フリーマーケット
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  1.新卒者（3年以内の既卒者含む）の採用を検討している企業へ

合同就職説明会の開催
　　　　　［日 　時］　　　　　　　　　　　［場　所］
●10月  8日（水）午後1時より……甲府市「ベルクラシック甲府」
●11月  6日（木）午後1時より……甲府市「ベルクラシック甲府」
●12月10日（水）午後1時より……甲府市「ベルクラシック甲府」
●  2月17日（火）午後1時より……甲府市「ベルクラシック甲府」

  2 .若手従業員の定着率を上げたい企業へ

①若手従業員セミナー
●日時：10月3日（金）午後1時30分より（リバース和戸）
●内容：現在の自分を見つめ直す・社会人生活のスタートから、1年あるいは2年が経過した現

在の自分と、過去の自分とを客観的に考察し、これからのリーダーシップとは何かを
考える。

●日時：1月23日（金）午後1時30分より（リバース和戸）
●内容：未来の自分を探す・自ら考え、行動することができる自律型人材となるため、今後の

キャリアデザインの形成を図る。
②管理者向けセミナー
●日時：10月23日（木）午後1時30分より（ホテルクラウンパレス甲府）
●内容：あなたにとって、いい社員とは、成果主義だけでは業績は上がらない。
　　　　ほめて伸ばすだけでよいのか －評価のシステム－
●日時：12月4日（木）午後1時30分より（ホテルクラウンパレス甲府）
●内容：いい社員の定着支援、有能な社員の定着に向けてのケア、システムづくり

  申し込み先　　山梨県中小企業団体中央会　労働対策課　TEL：055-237-3215

山梨県中小企業団体中央会では、
中小企業の人材確保のために、さまざまな事業を行っています。

是非ご利用ください。

山梨県中小企業団体中央会では、
中小企業の人材確保のために、さまざまな事業を行っています。

是非ご利用ください。

編
集
後
記

　８月に入り夏本番です。今年も寝苦しい日が
続くと思うと憂鬱ですが、ここで注意しなけれ
ばならないのが熱中症です。電気代も気になる
ところですが、冷房・扇風機などの家電を上手に
使用しながら、こまめに水分補給をして、蒸し暑
い夜を乗り切りましょう！

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

　TEL 055-237-3215
　FAX 055-237-3216
　E-mail  webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　い
つ
も
車
窓
か
ら
見
え
る
富
士
山
は
、
実
に
変
化
に
富

ん
だ
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
時
に
優
し
く
、
時
に
厳
し

い
、
威
厳
に
満
ち
た
姿
に
私
た
ち
は
励
ま
さ
れ
、
勇
気
を

も
ら
っ
て
い
る
。

　私
た
ち
の
仕
事
は
物
を
運
ぶ
こ
と
。
国
内
物
流
の
９
割

以
上
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
運
送
は
、
毎
日
休
む
こ
と
な
く
国

内
全
域
を
覆
い
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　物
流
の
プ
ロ
と
し
て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動

な
ど
、
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
自
然
環
境
を
将

来
に
残
す
こ
と
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　必
要
と
さ
れ
て
い
る
物
を
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
所

に
。
安
全
に
確
実
に
届
く
よ
う
に
見
守
っ
て
い
く
。
雄
大

な
富
士
山
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
。

　富
士
山
世
界
遺
産
登
録
お
め
で
と
う
。

エコ運転　富士と一緒に　我らの遺産
平成25年度環境標語最優秀作品

（一社）山梨県トラック協会・（公社）全日本トラック協会・後援／山梨県　関東運輸局山梨運輸支局

見
守
り
、

 

見
守
ら
れ
。

※審査の結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

くわしくは山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ

0120-201862
ふ　  れ　あい   ハ　 ロー　 に

照合コード

9
受付時間　月曜日～金曜日　9:00～17:00（ただし、祝日・12/31～1/3は除きます。）

この街と生きていく

しんきん
バンク

Face to Face

山梨信用金庫
（055-235-0311）

甲府信用金庫
（055-222-0231）

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。

（一部対象外のATMがございます。）


